
 

 

 

 

 

 　 　春の全国交通安全運動
 　 期間：４月６日（日）から４月１５日（火） 

      スローガン『青だけど　自分の目で見て　たしかめて』
 　 　 新学期が始まる春は、子どもの関係する交通事故が増える傾向にあります。

 　　道路を横断するときは、横断前に必ず左右の安全を確認しましょう。また、歩行
 　者のルール違反による交通事故も発生しています。交通事故はいつ起こるかわかり

 　ません。歩行者や車を運転する方はルールを守って過ごしましょう！
 　〈運動重点等〉

 　（１）　子どもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通

　　　　環境の確保と正しい横断方法の実践　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　（２）　歩行者優先意識の徹底とシートベルト・チャイルドシー

 　　　　トの適切な使用の促進
 　（３）　飲酒運転やながら運転等の悪質・危険な運転の根絶

 　（４）　自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着
 　　　　用と交通ルール遵守の徹底　　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市川警察署
 047-370-0110

 〈自転車盗について〉
　４月は、新入学・入社・転勤の季節となることから、通学や通勤のために、新たに自転車を

 使い始める方が増えると考えられます。

 　それに伴い、自転車の鍵かけ忘れによる、盗難被害が発生しやすい時期になります。

 
【対策】

 
（ １ ）　自転車から離れる場合のわずかな時間、また、自宅の敷地

 
　　内であっても必ず鍵をかけましょう

 
（２）　備え付きの鍵にもう１つ（ワイヤー錠等）を追加して、２重に鍵をしましょう

 
（３）　自転車を購入、又は譲ってもらった時は、防犯登録をしておきましょう
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R7.2月中

自転車盗 ３４件

車上ねらい ５件

住居侵入 ４件

自動車盗 ０件

　　  ～市川警察署からの一言～

 市川警察署管内では空き巣に対する被害が発生しています。

 【対策】

 ○　窓や玄関ドアは補助錠等を使い、二重に施錠をする

 ○　センサーライトや防犯砂利、防犯カメラ等の設置

 ○　外出時には洗濯物をなるべく外に干さない

○　ご近所といい関係を築いておく　　　　等


